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集 合 住 宅 の 住 戸 プ ラ ン の 多 様 化 に よ っ て 、 芯 を 通 し て 鉛 直 に 配 管 さ れ る べ き 排 水 立 て 管 の 芯 ズ レ を 生
、 。 、 、じ オフセット配管となることがあります また 伸頂通気管が最上階の住戸専用部の床下を経由して

大気に開放されるようなケースもあります。
上 層 階 が ４ ５ ° や ９ ０ ° の オ フ セ ッ ト 配 管 と な っ た 場 合 や 、 イ レ ギ ュ ラ ー な 伸 頂 通 気 配 管 と な っ た 場

合に、排水性能がどう影響を受けるか、当社排水実験タワーでの実験結果を以下に報告します。

●上層階オフセット配管時の管内圧力分布

排水実験タワーの９Ｆと８Ｆの間に、オフセットを設け、以下の条件で実験を行いました。
★実験条件

Type A B C D
オフセット ス ト レ ー ト ４ ５ ° ９ ０ ° ９０°
配管形態 オフセット無 オフセット オフセット オフセット＋回路通気

供試継手 ＣＰ ６ ０ Ｋ １００×８０－６５（Ｌ）
立て管径 １ ０ ０ Ａ

オフセット位置 ９Ｆと８Ｆの中間
横主管径 １２５Ａ （ＬＪ－Ｋ１００×１２５）

横主管形態 水平２曲がり（ ＋ ＋ ）2,500mm 2,500mm 2,000mm
排水負荷 定 流 量 ４ ０ [ ] （９Ｆ： [ ]、８Ｆ： [ ]）. l/s 2.5 l/s 1.5 l/s

「集合住宅の排水立て管システムの排水能力試験法」に準拠試験方法 HASS218

●実験結果（管内圧力分布）
の比較 の比較TypeA TypeB , C TypeB , D
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●イレギュラーな伸頂通気配管の場合

伸頂通気管が最上階の住戸専用部の床下を経由して、大気に開放されるようなケースを
想定し、集合継手（ＮＨＰ１００Ａ）の一方の横枝管接続口に排水管を接続し、他の一方
に伸頂通気管（１００Ａ）を接続した配管形態で実験を行いました。

●実験配管形態図 ●実験結果

伸 頂 通 気 管 内 の 空 気 の
動 き を 動 画 で ご 覧 い た
だけます。

（約 ）1.2MB

・ＮＨＰを使用することにより、ＣＰの基本性能は確保されます。
ただし、伸頂通気管が最上階住戸の専用部床下に配管されますので、遮音対策や
結露対策など排水性能とは別の配慮が必要となります。

○代表的な仕様図はこちら
、・ ・ その他バリエーションについてはNHP-K100 65-80-100 NHP-S 100 65-80-100× ×

ご相談ください。
●バックナンバー注目度番付

月 日 排水横主管の合流部の流れ そ の １横綱 12 28
月 日 なＨＰジョイント大関 11 30 HIGH POWER
月 日 掃兼ドレン関脇 12 15
月 日 新コンセプトントＫＳＴ／騒音レベル・振動加速度測定データ小結 7 15
月 日 横主管の曲がりの影響／曲がりまでの距離・管径の違い前頭 8 15

●カタログ ＣＯＲＥ ２００１－１版 発行！
総合カタログ ２００１～版 発行！

ご要望の方は でお申し込み下さい。e-mail

→技術レポートバックナンバーはこちら


